
ふれあい・いきいきサロン参加者アンケート結果報告書

社会福祉法人宇都宮市社会福祉協議会
１.実施概要

調査対象 市内のふれあい・いきいきサロン参加者（スタッフを含む）
調査実施期間 令和7年6月～11月
調査方法等 調査票への記入による回答
回答数 632人（39地区・49サロン）
集計方法 無回答は母数に入れない。
目的 サロンの成果と課題を把握し、今後の活動の継続・改善につなげるため

２.集計結果

(1) 年齢・性別・家族構成

70代

264
(42%)

80代

283

(45％)

20-50代 9(1%)
60代 36(6%)

70-74歳

78(12％)

75-79歳

186(30%)

80-84歳

171(27%)

80-89歳

112(18%)

90歳以上 38(6%)

男性

133(21%)
女性

492
(79%)

①年齢 ②性別

③家族構成

ｎ=620

配偶者 289 (63.5%) 子ども 208 (45.7％)

親 14(3.0%) その 22(4.8%)

同居 455（73.3％） 独居165（26.6％）

ｎ=455

1

ｎ=625
ｎ=630

・参加者の中心は75～84歳であり、全体の半分を占めている。男女比の偏りは顕著
であり、特に高齢女性が中心となっていることが分かる。

・全体の73％が家族と同居しているが、4人に1人は独居であり、孤立防止や見守り、
交流機会の提供が重要となる。

(2) 交通手段

①

53%②

21%

③

19%

④6%

⑤0.3％ ⑥0.2％
⑦1% ①徒歩 329

②車（自分で運転） 129
③自転車 118
④車（人の運転） 41
⑤バス・デマンド等 2
⑥タクシー 2
⑦その他 6

ｎ=626

・サロンへは約7割が徒歩・自転車で来場しているが、4人に1人が車利用である。
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(3) 外出頻度・参加年数

2

53(%)

11

13
913

5年以上 331

3-5年 67

2-3年 81

1-2年 58

1年未満 83

①

41%

②27%

③7%

④5%

⑤5%

⑥4%

⑦4% ⑧1% ⑨6% ①誘われた 254
②自治会の活動 169
③回覧板 47
④自身で見つけて 32
⑤人に会いたいから 29
⑥運動したいから 21
⑦外出の機会になる 23
⑧家族の勧め 6
⑨その他 37

ｎ=620

(4)サロンに参加したっきっかけ

外出の頻度 サロンへの参加年数

ｎ=621

・参加者の約7割は外出習慣が豊富で活発な方が多いが、2割は外出が少なく（月1
～4回）この層にとってはサロンは数少ない外出機会として重要となる。

・半数以上が5年以上参加する長期定着型の活動であることが分かる。

・サロン参加のきっかけは 「人からのお誘い」と「自治会活動として」 が中心で、
全体の約7割を占める。

(5) サロンの必要性について

70.4％
45.1％

42.7％
37.0％
36.3％

33.8％
14.0％

1.2％

話ができる 442
楽しみが増えた 283
友人が増えた 268
運動ができる 232
外出の機会 228
認知症予防 212

体調よくなった 88
その他 8
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・サロンに参加し「話ができる」が最多で、サロン は会話を通して楽しみや仲間づ
くりの場としての機能を果たしていることが分かる。

サロンに参加して一番良かったことは？（複数回答可） ｎ=627

37(%)

38

4
129

週5以上 230

週2-4          234

週1                26

月3-4            74

月1-2            55

ｎ=619
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困る

406
(66%)

少し困る

154
(25%)

あまり困らない
36(6%)

困らない
19(3%)

腰痛

膝痛

食欲

睡眠

認知機能

孤独感

楽しみ

運動機会

外出の機会

近所の関わり

24.1％

13.3％

2.1％

10.3％

19.4％

13.8％

12.8％

28.5％

23.6％

32.5％

103
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9

44

83

59

55

122

101

139

050100150

参加前 参加後ｎ=427 ｎ=574
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26.2％

49.8％

36.2％

45.9％

55.4％

48
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42
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264

318
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挨拶できる関係ができた

改善

改善

出た

改善

改善

解消

増えた

増えた

増えた

増えた

ある

ある

ない

不眠

不安

ある

ない

ない

少ない

ない

(6) 参加前と後の変化

サロンに参加する前と後の変化について（複数回答可）

サロンが無くなったら？

ｎ=620

・サロンの参加が「楽しみ」「外出の機会」の増加をはじめ、「近所の関わり」が
  少なかった方の仲間づくりや人とのつながり形成に寄与していることが分かる。

【自由記述】

・人との交流・会話が減る(70件)

・外出の機会が減る(58件)

・楽しみ・生きがいがなくなる(55件)

・地域・近所とのつながりが減る(25件)

(7) 参加継続と参加を促すために必要なこと

参加を続けるために 新規の参加のために

知人からの声掛け

内容の充実

交通手段の確保

運動の充実

実施回数を増やす

会場の整備

子どもたちとの交流

参加費の徴収

今のままで十分

70.8％

32.8％

11.9％

11.5％

7.8％

5.0％

3.3％

1.9％
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61
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40
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17
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ｎ=588 ｎ=511

・サロンへの参加継続と新規参加を促すためには、仲間同士の声掛け（人とのつな
  がり）が最も重要であることがわかった。
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(8) サロンの財源について

サロンに「市社協会費」、「ぎんなん基金」、

「赤い羽根共同募金」の寄付金による助
成が活用されていることをご存じですか？

知っている

70%

知らな
かった

30%

(9) サロンの参加費について

サロンに参加するにあたり参加費をいくらま
でなら出すことができますか？

出せる

98%

100円

18%

200円

21%

300円

40%

出せない

2% その他

19%

(10) 自由記述

ｎ=480
ｎ=577

■サロン活動への感謝・満足・継続希望（45件）
 「誘ってくれた方に感謝しています。ずっと参加したいと思います。」…など
■役員・スタッフへの感謝・配慮（14件）
「代表の方が色々お世話していただいて、楽しく参加できています」…など
■楽しみ・地域交流・仲間ができた（58件）

「地区の人のコミュニケーションがよくなった」「自治会の人と仲良くなれた」…など
■募金・助成金への感謝（20件）
■健康・生きがいへの効果（約15件）
「月に1度でも皆さんと会って元気の確認ができると幸せを感じる」…など

■広報・参加者増加の必要性（約8件）
「サロンの良さをPRしてもっと多くの人に来てもらいたい」…など

■若年層の参加促進（約8件）
■活動内容の充実・運営への要望（約22件）
「回数を増やしてほしい」、「子ども会との連携もあるとよい」…など

アンケート結果のまとめ

サロンは、交流・楽しみ・外出機会の提供を通じて、孤立防止や心の安定、人間関係の再

構築など、参加者の生活を大きく改善している。特に「楽しみができた」「挨拶できる関係」な

ど、地域のつながり形成に最大の効果を示していることがわかった。

■サロンの有用性

・参加者の9割が「サロンがなくなると困る」と回答しており、サロンが参加者にとっては欠か

せない場となっていることが明らかになった。

・また、参加することで「楽しみができた」「挨拶できる関係ができた」など参加者の生活の質

が大きく向上していることや、人とのつながり形成に高い効果を示していることがわかった。

■サロンの継続参加と、未参加者の呼び込み

・参加の継続や未参加者を呼び込むためには、「知人からの声掛け」が最も効果的であること

      が明らかになった。

■参加費負担の検討

・参加費の負担については、多くの参加者が賛成している結果が得られた。


	スライド 1: ふれあい・いきいきサロン参加者アンケート結果報告書
	スライド 2: ふれあい・いきいきサロン参加者アンケート結果報告書
	スライド 3: ふれあい・いきいきサロン参加者アンケート結果報告書
	スライド 4: ふれあい・いきいきサロン参加者アンケート結果報告書

